
  

１年

２ 
（１）

解説 

正の数と負の数の加減 

  年   組 
 
名前 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ２加法 
同符号の計算 
○ア正の数＋正の数 
 ・共通の符号を付ける 
・絶対値どうしの和        （＋１）＋（＋３）＝＋（１＋３） 
                          ＝＋４ 

○イ負の数＋負の数 
 ・共通の符号を付ける 
・絶対値どうしの和        （－２）＋（－７）＝－（２＋７） 
                          ＝－９ 

 
異符号の計算 
○ウ正の数＋負の数、負の数＋正の数 
 ・絶対値の大きい数の符号を付ける 
 ・絶対値の大きい方から小さい方をひいた差 

        （＋２）＋（－４）＝－（４－２） 
                          ＝－２ 
 
                 （－３）＋（＋８）＝＋（８－３） 
                          ＝＋５ 

取り組んだ日   月   日 



  

１年

２ 
（２）

解説 

正の数と負の数の加減 

  年   組 
 
名前 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ２減法 
正の数・負の数の減法では、ひく数の符号を変えて加えればよい。 
 
 
  （＋５）－（＋３）＝（＋５）＋（－３） 

＝＋（５－３） 
＝＋２ 

 
 
 
  （＋４）－（－２）＝（＋４）＋（＋２） 

＝＋（４＋２） 
＝＋６ 

 
 
 
  （－８）－（－５）＝（－８）＋（＋５） 

＝－（８－５） 
＝－３ 

 
 
 
  （－１０）－（＋３）＝（－１０）＋（－３） 

＝－（１０＋３） 
＝－１３ 

取り組んだ日   月   日 
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